




立教大学現代心理学部心理学研究倫理審査委員会規程に基づき審査を行った。2019 年 1 月～ 12 月の間
に立教大学現代心理学部心理学研究倫理審査委員会において承認された研究（臨床心理学専攻）は，下
記の 18 件である。
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程後期課程 6 年次 佐藤　大海
研究課題：登校渋りを示す男児の両親との面接 親面接の「つなぐ」機能に注目した考察
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程後期課程 2 年次　柴原　早紀
研究課題：母親の自己愛的脆弱性と養育態度及び子、パートナーとのアタッチメント関係の関連につい
て
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 小野　遥加
研究課題：社交不安傾向者を対象にした他者への思いやりを向ける介入の効果
―親切行動と慈悲瞑想の効果比較―
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 Kim Mo Kyung
研究課題：アタッチメント・スタイルによるネガティブな経験への感情制御方略の違い
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 野呂　泰基
研究課題：気晴らしとしての音楽聴取が気分および認知に与える影響共感的な歌詞の音楽を選定するた
めの予備調査
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 馬着　達也
研究課題：自閉症スペクトラム障害傾向を持つ大学生の自己理解の検討
―自己価値観を視座とする分析を通して―
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 1 年次 鎌　彩絵
研究課題：いじめ加害者の心理的状態に関するモデルの構築
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 太田　佐歩
研究課題：思春期女性の身体変化の受容に対する自己対象の寄与
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 金光　有希
研究課題：アタッチメント・スタイルと自己愛的脆弱性の視点から見た青年期の友人関係
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申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 竹内　さくら
研究課題：産後の行動活性化と回避傾向が周産期うつに及ぼす影響について
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 芝　理紗子
研究課題：日本におけるメンタライジングの臨床的有用性の検討
－心理臨床家への面接調査を通じて－
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 吉野　有紀
研究課題：発達障害傾向のある人の周囲にいる人の関わり方の検討
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 1 年次 結城　瞳ジ－ナ
研究課題：神経発達症が疑われる在日外国人児童に関する保護者支援
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 高辻　穂香
研究課題：発達障害児支援において求められる「柔軟性」の検討
―支援者の振り返りに着目して―
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 1 年次 鎌　彩絵
研究課題：いじめ加害者における内的な心理力動の検討
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程後期課程 2 年次 千葉　春菜
研究課題：大学生の学業に対するリアリティショックが学業意欲低下に与える影響
――ソーシャルサポート・対処方略に着目して――
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 3 年次 神村　依子
研究課題：心配に関する認知的・行動的メカニズムの検討
申 請 者：臨床心理学専攻博士課程前期課程 2 年次 野呂　泰基
研究課題：気晴らしとしての音楽聴取が気分および認知に与える影響
―抑うつ傾向と聴取音楽への共感からの検討―
以上
　委員会構成メンバー
　林もも子、日高聡太、嘉瀬貴祥、川越敏和、芳賀繁（外部委員）
